
厚
木
市
郊
外
の
『
源
氏
河
原
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

清
水 

勝 
 

 

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
『
鎌
倉
殿
の
十
三
人
』
は
三
谷
幸
喜
脚
本
で
コ
メ
デ
ィ
タ

ッ
チ
の
前
半
か
ら
、
い
よ
い
よ
木
曽
義
仲
と
頼
朝
の
争
い
が
始
ま
る
。 

さ
て
、
神
奈
川
県
観
光
協
会
で
は
「
鎌
倉
殿
と
十
三
人
の
御
家
人
た
ち
の
ゆ
か

り
の
地
め
ぐ
り
」
を
発
表
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
厚

木
～
半
原
～
相
模
湖
～
吉
野
宿
（
甲
州
路
）
を
結
ぶ
半
原
街
道
に
、
厚
木
か
ら
十

キ
ロ
に
荻
野
と
い
う
地
が
あ
る
。
そ
こ
を
流
れ
る
荻
野
川
に
架
か
る
橋
の
名
が

『
源
氏
橋
』
で
、
そ
の
近
く
に
『
源
氏
河
原
』
の
碑
が
あ
る
。
何
故
？ 

 『
石
橋
山
の
戦
い
』
に
敗
れ
た
頼
朝
は
山
中
を
逃
亡
し
、
真
鶴
岬
か
ら
海
路
に
て

安
房
国
に
脱
出
し
た
。
そ
の
逃
亡
の
次
善
の
策
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
の
が
陸

路
に
て
甲
斐
国
に
向
か
い
、
甲
斐
源
氏
（
武
田
信
義
）
と
行
動
を
共
に
す
る
と
い

う
案
で
あ
っ
た
。
そ
の
途
中
に
あ
る
荻
野
は
頼
朝
の
曾
祖
父
源
義
親
の
弟
の
当
た

る
源
義
隆
（
別
名
陸
奥
六
郎
）
の
所
領
地
で
あ
っ
た
。
そ
の
館
の
地
を
源
氏
河
原

と
呼
ん
で
い
た
ら
し
い
。 

な
お
、
頼
朝
と
別
行
動
で
逃
亡
し
た
北
条
時
政
は
こ
の
地
を
通
り
、
甲
斐
国
へ

向
か
い
、
甲
斐
源
氏
と
共
に
駿
河
に
侵
攻
し
て
い
る
（
鉢
田
の
戦
い
）。 

 

鎌
倉
幕
府
創
設
後
、
源
氏
河
原
に
家
来
を
駐
屯
さ
せ
、
甲
斐
へ
の
連
絡
所
と
し

た
と
い
う
。 

近
く
に
あ
る
日
本
三
大
薬
師
の
ひ
と
つ
日
向
薬
師
に
は
１
１
９
４
年
（
建
久
五

年
）
八
月
八
日
、
源
頼
朝
は
、
長
女
・
大
姫
の
病
気
治
癒
祈
願
の
た
め
参
詣
し
て

お
り
、
そ
の
際
に
源
氏
河
原
の
連
絡
所
で
昼
食
を
と
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

地
元
の
言
い
伝
え
に
よ
れ
ば
、『
石
橋
山
の
戦
い
』
に
敗
れ
た
頼
朝
は
源
氏
に
ゆ

か
り
の
あ
る
こ
の
地
に
落
ち
の
び
、
源
氏
再
興
の
地
と
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
。

風
光
明
媚
と
周
囲
を
山
に
囲
ま
れ
た
地
で
「
こ
こ
に
百
の
谷
戸
あ
ら
ば
天
下
に
ま

た
と
な
い
要
害
の
地
な
り
」
と
い
っ
て
、
谷
戸
を
数
え
さ
せ
て
み
る
と
九
十
九
で

あ
っ
た
。「
一
つ
足
り
ぬ
は
縁
起
が
悪
い
」
と
し
て
こ
の
地
を
諦
め
、
鎌
倉
を
再
興

の
地
と
し
た
と
い
う
。 

な
ぜ
こ
ん
な
伝
説
が
生
ま
れ
た
の
か
は
解
ら
な
い
が
、
北
条
時
政
が
甲
斐
に
向

か
う
途
中
で
、
こ
の
地
で
酒
を
振
舞
わ
れ
、
酔
っ
た
勢
い
で
頼
朝
に
な
っ
た
気
分

で
戯
言
を
言
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
勝
手
に
推
測
し
て
い
る
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

 
注 
日
本
三
大
薬
師 

・
日
向
薬
師
（
宝
城
坊
） 

・
愛
知
県
新
城
市
の
峯
薬
師
（
鳳
来
寺
） 

・
高
知
県
大
豊
町
の
柴
折
薬
師
（
豊
楽
寺
） 


